
背景・課題と対応策

平成28年度PPP/PFIに関する支援 地域プラットフォーム形成に関する調査検討支援 対象： 福井銀行等（福井県）
【福井県域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム形成に関する調査検討支援業務】 （１／２） 内閣府 民間資金等活用事業推進室

地域プラットフォーム導入の目的

福井県域では、北陸新幹線敦賀開業や中部縦貫自動車道全面開通など大規模なプロジェクトが予定されており、これらを契機とした新しい取り組
みについてPPP/PFI手法を活用して実施することが求められているが、これまでのところ、PPP/PFI手法を活用した案件は、まだ多くはない。地域での
PPP/PFIに対する認識の共有とノウハウの蓄積、そして継続的な案件形成を目指すためには、官民双方の知識習得と相互理解を推進する必要があ
る。そのため、福井県域において課題を解消することを目的を実践するための場として、地域プラットフォームを形成することとする。

①県域の背景・課題（PPP/PFIに取組む理由）

②PPP/PFIに取組む上での課題（地域PFを実施する理由）

③課題解決（②に挙げた課題）のための具体的な実施項目

＜コアメンバー
の特徴＞

 平成34年度に「北陸新幹線敦賀開業」や「中部縦貫自動車道全線

開通」が予定されている。この機会を最大限に活用しつつ、「公共
施設の老朽化及び将来更新費の増大」という課題を解決するため、
効果的・効率的な事業実施のための手法としてのPPP/PFI導入の
必要性が高まっている。

福井県域におけるPPP/PFI導入の必要性は高まっているものの、これまで、
福井県域におけるPPP/PFI手法を活用した案件は多くはなかった。PPP/PFIに
取組む上での課題として、次の点が挙げられる。

 官側のPPP/PFI推進の必要性や仕組みへの全庁的な理解の不足
 地域事業者のPPP/PFIに関する知識・ノウハウの不足
 PPP/PFIに関する官民の相互理解の不足
 官民、民民間のネットワークの不足
 案件形成機能の不足
 継続的な案件形成のための官民双方での広域的なPPP/PFIへの取り組

みの不足

④具体的な取組内容例

実施体制



具体の実施内容

事業の成果 今後の活動計画

第１回（平成28年12月22日）

【テーマ】
セミナー＆ワークショップ
【内容】
 講演
「官民対話の方法～横浜市のサウンディング調査を
参考として～(株)日本経済研究所
「福井市PPP/PFI導入基本方針の策定及び案件
具体化の可能性について」福井市
■ワークショップ
「福井市の施設へのPPP/PFI導入を想定した官民
対話」

【結果】
官民対話の先進事例と必要性を習得
福井市の施設例を元にした官民対話について意見
交換を実施し、今後の参画意欲醸成、官民間・
民民間のネットワーク構築

【テーマ】
セミナー＆ワークショップ
【内容】
 講演
「PPP/PFIにおける地域企業との連携」(株)鹿島建
設
「官民対話の方法～敦賀市・越前市の具体案件を
前提として～」(株)日本経済研究所
■ワークショップ
①敦賀市「駅西地区土地活用事業」
②越前市「道の駅の施設整備事業」
【結果】
地域企業のPPP/PFI事業への参画意欲形成
官民対話の必要性を習得、敦賀市及び越前市の
具体事業についての官民対話を実施し、今後の参
画意欲醸成、官民間・民民間のネットワーク構築

第２回（平成29年1月25日） 第３・４合同回（平成29年3月16日）

 官側のPPP/PFIの推進の必要
性や仕組みへの理解の向上

 PPP/PFIの推進が民間企業へ

の有用であることの理解と、
地域企業の参画意欲醸成

 官民対話や官民の相互理解
の必要性の認識と、プラット
フォームの役割の認識

 官民間、民民間のネットワー
ク構築

 県内の具体的な事業を元にし
た官民対話の実施

【テーマ】
設立記念セミナー
【内容】
 講演
「 PPP/PFI活用推進に向けた取組み」 内閣府
「地域におけるPPP/PFIの活用」㈱日本政策投資銀
行
「官民連携の推進について」福井県、福井市、敦賀
市、越前市
「地域企業参画型の公民連携事業について」平田建
築設計(株)
■交流会開催
【結果】
PPP/PFIの推進の必要性、PPP/PFI手法・公有資
産活用に係るPPP事業の具体的取組みに関する知
識の習得、地域企業のPPP/PFI事業への参画意欲
形成、官民間・民民間のネットワーク構築

平成28年度PPP/PFIに関する支援 地域プラットフォーム形成に関する調査検討支援 対象： 福井銀行等（福井県）
【福井県域におけるPPP/PFI地域プラットフォーム形成に関する調査検討支援業務】 （２／２） 内閣府 民間資金等活用事業推進室
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